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この製品は米国国内ハイウェイ交通安全局
（NHTSA）の規格に適合しており公道を牽引す
ることが可能です。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンかかからららののの排排排気気気やややそそそののの成成成分分分
はははカカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天性性性
異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。

重重重要要要 こここのののエエエンンンジジジンンンにににはははスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタががが
装装装着着着ささされれれててていいいままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林
地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの
装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの国国国ややや地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの装装装
着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

電電電磁磁磁波波波障障障害害害にににつつついいいててて

米米米国国国内内内：：： 本製品は FCC規則第 15 章に適合しております。本製品
の使用については以下の条件がつけられております： （１）本製品
は基本的に危険な電磁傷害を引き起こしません； （２）本製品の性
能を阻害するような電磁障害の発生する場合であっても、本製品
の使用者はそのような電磁障害を排除する権利を有しません。

本製品は高周波を使用する製品であり、使用時には高周波が発生
します； このため、不適切な条件、すなわち製造会社の指示を正し
く守って設置・使用しないとと、ラジオやテレビの受信障害を起こす
可能性があります。 本製品は、FCC (米連邦通信委員会) 規則第
15 章に定める試験の結果、クラス B コンピュータ機器の基準に適
合していおり、通常の住宅地域においては基本的に上記のような
受信障害を起こさない装置であることが確認されております。 しか
しながら、これにより障害が発生しないことを保証するものではあり
ません。本製品が受信障害の原因となっているかどうかは、本製品
の電源を入切することによって確認することができます； 本製品が
原因で障害が発生している場合には、以下のような方法で取り除く
努力をしてください:テレビやラジオのアンテナの向きを変えてみる;
コントローラとラジオやテレビの位置関係を変えてみる; ラジオやテ
レビの電源回路とは別のコンセントからコントローラの電源をとる。
状況に応じて、ラジオ・テレビの専門業者にご相談ください。なお、
受信障害対策のために、FCC から以下のようなパンフレットが出版
されています: How to Identify and Resolve Radio-TV Interference
Problemsご希望の方は以下にご請求ください： U.S. Government
Printing Office, Washington, DC 20402. Stock No. 004-000-00345-4.

FCCFCCFCC ID:ID:ID: OF7PFB1OF7PFB1OF7PFB1

IC:IC:IC: 3575A-PFB13575A-PFB13575A-PFB1

本製品の使用については以下の条件がつけられております： （１）
本製品は基本的に危険な電磁傷害を引き起こしません； また（２）
本製品の性能を阻害するような電磁障害の発生する場所であっ
ても、本製品の使用者は本製品の使用に際してそれらの障害を
排除する権利を持ちません。

注注注意意意

本本本装装装置置置ははは本本本装装装置置置ののの製製製造造造者者者ががが適適適合合合認認認証証証ををを取取取得得得しししたたた
ももものののでででああありりり、、、製製製造造造者者者ががが明明明示示示的的的ににに認認認めめめるるる業業業者者者以以以
外外外ののの者者者ががが本本本製製製品品品ののの改改改変変変なななどどどををを行行行っっったたた場場場合合合、、、本本本
製製製品品品ののの所所所有有有者者者ははは製製製品品品ををを使使使用用用すすするるる法法法律律律的的的権権権利利利ををを
失失失ううう場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

このスパーク・アレスタはカナダ ICES-002 適
合品です。

はははじじじめめめににに
この清掃用ブロアは、乗用型の装置で牽引使
用する専門業務用の製品であり、そのような業
務に従事するプロのオペレータが運転操作する
ことを前提として製造されています。この製品
は、集約的で高度な管理を受けている公園、ゴ
ルフ場、スポーツ・フィールドその他の芝生に
おいて、風でごみを吹き飛ばす方法によって
清掃を行うことを主たる目的として製造され
ております。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toro のウェブサイトwww.Toro.com で製
品・アクセサリ情報の閲覧、代理店についての
情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。いまのうちに番号を
メモしておきましょう。
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モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。

タタタイイイヤヤヤにににつつついいいてててののの情情情報報報

公道で合法的に使用可能なタイヤにはすべて
その側面にタイヤ識別番号（TIN）が表示され
ています。

図図図 333

1. タイヤ識別番号（TIN）
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安安安全全全にににつつついいいててて
安安安全全全ななな御御御使使使用用用のののたたためめめにににははは､､､機機機械械械ののの運運運転転転、、、移移移動動動ややや
搬搬搬送送送、、、保保保守守守整整整備備備、、、保保保管管管なななどどどににに係係係わわわるるる人人人々々々ののの日日日常常常
ののの意意意識識識ややや心心心がががけけけ、、、まままたたた適適適切切切ななな訓訓訓練練練なななどどどががが極極極めめめててて
重重重要要要ででですすす｡｡｡不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっっ
たたたりりりすすするるるととと、、、死死死亡亡亡ややや負負負傷傷傷なななどどどののの人人人身身身事事事故故故にににつつつななな
がががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに､､､以以以下下下ににに示示示すすす
安安安全全全のののたたためめめののの注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい｡｡｡

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項は ANSI規格B71.4-2004 から抜
粋したものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このマニュアルや関連するトレーニング資料

をよくお読みください。オペレータや整備担
当者が日本語を読めない場合には、オーナー
の責任において、このオペレーターズ･マ
ニュアルの内容を十分に説明してください。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、
警告表示などに十分慣れ、安全に運転でき
るようになりましょう。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適切
なトレーニングを行ってください。トレー
ニングはオーナーの責任です。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械の操
作や整備をさせないでください。地域によっ
ては機械のオペレータに年齢制限を設けて
いることがありますのでご注意ください。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全
に責任があり、オペレータやユーザーの注意
によって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業

するにはどのようなアクセサリやアタッチ
メントが必要かを判断してください。メー
カーが認めた以外のアクセサリやアタッチ
メントを使用しないでください。

• 作業にふさわしい服装をし、ヘルメット、安
全めがね、および聴覚保護具を着用してくだ
さい。長い髪、だぶついた衣服、装飾品など
は可動部に巻き込まれる危険があります。

• 石、おもちゃ、針金など、機械にはね飛ば
されて危険なものが落ちていないか、作業
場所をよく確認しましょう。

• 作業場所から人を十分に遠ざけてください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に取
り付けて使用してください。安全カバーや

安全装置が破損したり、ステッカーの字が
よめなくなったりした場合には、機械を使
用する前に修理や交換を行ってください。
また、常に機械全体の安全を心掛け、ボル
ト、ナット、ネジ類が十分に締まっている
かを確認してください。

• ガソリンなどの燃料の取り扱いに際しては安
全に特にご注意ください。燃料は引火性が高
く、気化すると爆発する危険があります。

– 燃料は必ず認可された容器に保管する。

– 屋内での給油や燃料の抜き取りは絶対
にしない。

– エンジンが熱い時には絶対に燃料タンク
のフタを開けたり給油したりしないでく
ださい｡給油はエンジンが十分に冷えてか
ら行う。禁煙を厳守する。

• 安全装置が正しく機能しているか、また安全
カバーなどが外れたり壊れたりしていないか
点検してください。これらが正しく機能しな
い時には芝刈り作業を行わないでください。

運運運転転転操操操作作作

• 毎回使用前に：

– カップラ、ボール、ヒッチを点検して
ください。

– 必ず安全チェーンを使用してください。

– 灯火類がすべて正常に作動することを確
認してください。

– 各タイヤの空気圧が推奨通り適正に調整
されていることを確認してください。

– ホイール・ナットの締め付けが適正ト
ルクで行われていることを確認してくだ
さい。

– ブロアが適切に固定されていることを確
認してください。

• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと
行ってください。方向を変えるときには必
ず周囲と後ろの安全を確認してください。

• 風の吹き出し方向に常に留意し、絶対に人
に向けないようにしてください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木な
どの障害物の近くでは安全に十分注意して
ください。

• 締め切った場所でエンジンをかけたり、風
の逃げ道のない場所へ吹き出し口を向けた
りしないでください。エンジンからの排気
は有毒であり、場合によっては死亡事故に
つながります。
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• この製品は運転席に着席した状態でオペレー
タの耳の位置での音量が85 dB(A)を超える
可能性があります。長時間にわたって使用
される場合には、聴覚保護具を着用するよ
うにしてください。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走
事故を防止するために以下の点にご注意く
ださい：

– 作業は日中または十分な照明のもとで
行う。

– ゆっくりとした走行速度で運転し、隠
れた穴などの見えない障害に警戒を怠ら
ない。

– サンドトラップや、溝・小川など危険な
場所の近くを通らない｡

– 小さな旋回をするときや法面で旋回する
ときは、走行速度を十分に落とす。

– 急停止や急発進をさける。

– バックするときには、後方の安全に注
意し、マシンの後部に人がいないことを
十分に確認する。

– 道路付近で作業するときや道路を横断す
るときは周囲の交通に注意する。常に道
を譲る心掛けを。

• 清掃作業中は、吹き出し口に人を近づけな
いでください。周囲の人間が吹き出し口に
近づかないように注意し、また吹き出し口
を人に向けないように注意してください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転
は避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえる
ような場合には機械を運転しないで安全な
場所に避難してください。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなく
なったりした時は、絶対にＵターンしない
でください。必ずバックで、ゆっくりと、
まっすぐに下がって下さい。

• 大大大丈丈丈夫夫夫だだだろろろううう、、、ははは非非非常常常ににに危危危険険険！！！人や動物が
突然目の前に現れたらすすすぐぐぐににに作作作業業業ををを停停停止止止ししし
ままましししょょょううう｡｡｡ 注意力の分散、アップダウン、機
械から飛びだす異物など思わぬ危険があり
ます。周囲に人がいなくなるまで作業を再
開しないでください。

• エンジン作動中や停止直後は、エンジン本
体やマフラーが熱くなっていますから手を
触れないでください。触れると火傷を負う
危険があります。

牽牽牽引引引にににつつついいいててて

• 実際にブロアの牽引を行う前に、牽引走行に
関する国の安全基準、および自治体などが
定めている安全基準を確認してください。

• 公道を牽引走行中の事故を防止するために、
牽引側の車両の点検を「必ず」行い、各部
に問題のないことを確認してください。

• 移動を開始する際には、「必ず」エンジン
を停止してください。

• ヒッチおよびカップリングが磨耗していな
いか「必ず」点検してください。不適切な
ヒッチ、カップリング、チェーンなどを使っ
ての牽引は「絶対に」しないでください。

• 牽引車両とブロアの両方について、タイヤ
空気圧を確認してください。ブロアのタイ
ヤの適正空気圧は 241 kpa（2.5 kg/cm2）
（タイヤが冷えた状態）です。また、牽引
車両とブロアのタイヤのトレッド（溝）の
磨耗状態も点検してください。

• ブロアの安全チェーンを「必ず」牽引車両
に正しく接続してください。

• 牽引車両の方向指示器、後退表示ランプ、
ブレーキ・ランプが正常に作動することを
「必ず」確認してください。

• 米国内のハイウェイにおける法定最高牽引
速度は、別途表示がない場合は時速55マイ
ルです。不整地における推奨牽引速度は地
表面の状態にもよりますが、時速 15 マイル
（25 km/h）程度を目安としてください。

• 急停止や急発進をしないこと。これらの操
作は横滑りや中折れの危険があります。発
進・停止は徐々に、そして滑らかに行うの
が良い牽引のコツです。

• 横転の危険がありますから急旋回はしない
でください。

• 牽引中はブロアのシュートを上方に向けて
おいてください。

• 駐車時には、タイヤに輪止めを掛けてくだ
さい。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 機械を格納する際にはエンジンが十分冷え
ていることを確認し、また裸火の近くを避
けて保管してください。

• 格納中や搬送中は、燃料バルブを閉じてく
ださい。裸火の近くに燃料を保管したり、
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屋内で燃料の抜き取りをしたりしないでく
ださい。

• 平らな場所に停車してください。適切な訓
練を受けていない人には絶対に機械の整備
をさせないでください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体
を確実に支えてください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続
と点火プラグの接続を外しておいてくださ
い。バッテリーの接続を外すときにはマイ
ナスケーブルを先に外し、次にプラスケー
ブルを外してください。取り付けるときに
はプラスケーブルから接続します。

• 整備・調整･格納作業の前には、エンジンが
不意に作動することのないよう、必ずキー
を抜き取っておいてください。

• このマニュアルに記載されている以外の保
守整備作業は行わないでください。大がか
りな修理が必要になった時や補助が必要な
時は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分
なグリス、草や木の葉、ホコリなどが溜ま
らないようご注意ください。高温のエンジ
ンに水をかけたり、電装部に水を掛けたり
しないでください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、
常に機械全体の安全を心掛けてください。
ファン･シャフトのベアリングの取り付けボ
ルトやナットが所定のトルクで締め付けら
れているか、頻繁に点検してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなけ
ればならない時は、手足や頭や衣服をファ
ンやその他の可動部に近づけないように十
分ご注意ください。

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を
上げないでください｡Toro 正規代理店でタコ
メータによるエンジン回転数検査を受け、
安全性と精度を確認しておきましょう。

• オイルの点検や補充は､必ずエンジンを停止
した状態で行ってください｡

• 可動部に手足を近づけないよう注意してく
ださい。エンジンを駆動させたままで調整
を行うのは可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気
の良い場所で行ってください。バッテリー
と充電器の接続や切り離しを行うときは、
充電器をコンセントから抜いておいてくだ
さい。また、安全な服装を心がけ、工具は
確実に絶縁されたものを使ってください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類
が十分にしまっているか常に点検してくだ
さい。擦り切れたり破損したりしたステッ
カーは貼り替えてください。

• Toro が認可していないアタッチメントは使
用しないでください。認可されていないア
タッチメントを御使用になると製品保証を
受けられなくなる場合があります。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

115-5106115-5106115-5106

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと

2. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

3. 切傷や手足の切断の危険：可動部に近づかないこと； 使用時
にはすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

115-5113115-5113115-5113

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと； 聴覚および
眼の保護具を着用すること。
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114-3360114-3360114-3360

1. 高速 6. エンジン ― 始動

2. 低速 7. 時間設定

3. 吹き出し口が右へ回転 8. パワー

4. 吹き出し口が左へ回転 9. 無線作動中

5. エンジン ― 停止 10. リサイクル可能な資源を含
有：そのまま投棄しないこ
と。

115-5105115-5105115-5105

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと

2. 警告 － 講習を受けてから運転すること。

3. 警告 － 整備作業前にはエンジンを停止させ、キーを抜き取り、マニュアルを読むこと。

4. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

5. 警告 － 可動部に近づかないこと； 全部のガード類を正しく取り付けて運転すること。

6. 警告 － 牽引車両に接続されていない時にはエンジンを始動させないこと； エンジンを始動する時には必ず本機を牽引できる車
両に接続すること。

119-6165119-6165119-6165

1. エンジン – 停止 3. エンジン – 始動

2. エンジン – 作動

117–2718117–2718117–2718

119–6162119–6162119–6162

119–6139119–6139119–6139
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 電解液（別途入手）
必要に応

じて
バッテリーを充電します

222 ワセリン（別途入手）
必要に応

じて
バッテリーを取り付けます

ブロア･アセンブリ 1

ヒッチ 1

ボルト（3/8 x 3 in） 2333
フランジ･ナット (3/8 インチ) 2

ブロアにヒッチを接続します

444 必要なパーツはありません。 –

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

パーツカタログ 1

オペレーターズマニュアル 1
運転前によく読むこと。

エンジンマニュアル 1 エンジンの操作および保守のためにお使いください。

オペレータのためのトレーニング資料 1 ご使用前にご覧ください。

リモコン 1 ブロアをリモート操作するのに使用します。

認証証明書 1 CE 規格に適合していることを証明する書類です

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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1
バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり出出出ししし、、、電電電解解解液液液ををを
入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

必要に
応じて

電解液（別途入手）

手手手順順順

1. バッテリーに液が入っていない場合には、
比重 1.260 のバッテリー液を購入してバッ
テリーの各セルに入れてください。

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああ
るるる硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを
皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目
ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるる
よよよううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててて
おおおくくくこここととと。。。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

2. バッテリー・カバーをバッテリー・ボック
スに固定しているベルト（ストラップ）を
外す（図 4）。

図図図 444

1. バッテリー固定ストラップ 3. バッテリー・ボックス

2. バッテリー・カバー

3. カバーを外し、バッテリー・ボックスから
バッテリーを取り出す。

4. バッテリーの上部をきれいに拭い、キャッ
プを取り外す (図 5)。

図図図 555

5. 各セルに慎重に電解液を満たす。電極板が6
mm程度水没するぐらいが適当 (図 6)。
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図図図 666

1. 電解液

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううにににししし
てててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリーーー液液液がががあああふふふれれれ出出出ててて他他他ののの
部部部分分分ににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい腐腐腐食食食ををを起起起こここしししままますすす。。。

6. 通気キャップを取り付ける。

7. 充電器に接続し、充電電流を 3～4 A に
セットする（図 7）。3～4 Aで4～8時間充
電する。

図図図 777

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

8. 充電が終わったらチャージャをコンセント
から抜き、バッテリー端子からはずす。

2
バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

必要に
応じて

ワセリン（別途入手）

手手手順順順

1. 端子をエンジンの方に向けてバッテリーを
バッテリー・ボックスに入れる。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや機機機体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを
起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

2. 黒いケーブル（－）をバッテリーの（－）
端子に取り付ける。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続ルルルーーートトトががが不不不適適適
切切切ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて
火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが
爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララ
ススス（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかかららら
マママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。
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図図図 888

1. バッテリー・ボックス 4. プラス端子

2. マイナス端子 5. バッテリー固定ストラップ

3. バッテリー・カバー

3. プラス・ケーブル（赤いケーブル）をバッ
テリーのプラス（＋）端子に取り付ける。

4. 腐食防止のため、端子と固定金具にワセリ
ンなどを塗布する。

5. バッテリー・カバーを取り付け、ストラッ
プで固定する。

3
ブブブロロロアアアにににヒヒヒッッッチチチををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ブロア･アセンブリ

1 ヒッチ

2 ボルト（3/8 x 3 in）

2 フランジ･ナット (3/8 インチ)

手手手順順順

1. ブロアを平らな床の上におく。

2. フレーム・ブラケットにヒッチ･チューブに
差し込む（図 9）。ボルト（3/8 x 3 in）2本
とフランジ･ナット (3/8 インチ) を使用し
てヒッチ･チューブをフレームに固定する。

図図図 999

1. フレーム・ブラケット 2. ヒッチ･チューブ

3. ワイヤ･ハーネスヒッチ・チューブの右側に
沿って配線する（図 10）。

図図図 101010

1. ワイヤ･ハーネス 2. ハーネス･クリップ

4. ハーネス・クリップを、ヒッチ・チューブの
側面の穴に差し込んで固定する（図 10）。

5. ハーネス・コネクタをヒッチ・チューブ・
ホルスタに入れる（図 11）。
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4
ブブブロロロアアアををを牽牽牽引引引車車車両両両ににに取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

このトレーラで使用するカップラには、ヒッチ
部分に 2 インチのボールが必要となります。

1. トレーラを適当なヒッチまで持ち上げる。

2. トングのレバーを持ち上げながらカバーを
ボール・ヒッチの上に降ろす（図 11）。

図図図 111111

1. トング 4. 安全チェーン

2. ボール・ソケット 5. ロック・ピン

3. ハンドル、ロック位置 6. ヒッチ･チューブ・ホルスタ

3. カップラのラッチを閉じ、確実にロックさ
れていることを確認する。

4. ピンを取り付けてカップラのレバーをロッ
クする（図 11）。

5. 安全チェーンを交差させ、ヒッチの穴に取
り付ける（図 11）。

6. ブロアのワイヤ・ハーネス・コネクタを牽
引車両のコネクタに接続する。ブレーキ・
ペダルの操作に応じてブレーキ・ランプが
適切に点灯すること、また、方向指示ラン
プが適切に作動することを確認する。

製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

エンジン停止ボタンを押してエンジンを停止さ
せる（図 12）。

図図図 121212

1. 吹き出し方向： 右 4. 吹き出し方向： 左

2. エンジン停止 5. スロットル： 低速

3. スロットル： 高速 6. エンジン始動

重重重要要要 イイイグググニニニッッッシシショョョンンン・・・スススイイイッッッチチチががが RUNRUNRUN 位位位置置置ににに
ななないいいととと、、、どどどののの機機機能能能ももも使使使うううここことととはははででできききままませせせんんん。。。rrr

エエエンンンジジジンンン：：： 始始始動動動

エンジンの始動準備ができたら、エンジン
始動ボタンを押してエンジンを始動させます
（図 12）。エンジンの始動手順については「エ
ンジンを始動させる」を参照してください。

吹吹吹ききき出出出ししし方方方向向向

右回転ボタンまたは左回転ボタンは、吹き出し
方向を調整するボタンです（図 12）。

エエエンンンジジジンンン速速速度度度

エンジンの回転速度は Fast（ウサギ）ボタンと
Slow（カメ）ボタンで調整します（図 12）。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ（図 13）はエンジンの始動と停止
を行うスイッチで、OFF, RUN, START の 3 つの
位置があります。キーを右に回してSTART位置
にすると、スタータ・モータが始動します。エ
ンジンが始動したら、キーから手を離してくだ
さい。キーは自動的にON位置に動きます。キー
を OFF 位置に回せばエンジンは停止します｡
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チチチョョョーーーククク・・・コココンンントトトロロローーールルル

エンジンが冷えている場合には、チョーク・レ
バー（図 13）を ON 位置にセットします。

図図図 131313

1. 始動スイッチ 3. アワー・メータ

2. チョーク・コントロール

アアアワワワーーー・・・メメメーーータタタ

アワー・メータ(図 13)は、本機の積算運転時
間を表示します。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

トトトレレレーーーラララををを取取取りりり付付付けけけるるる
このトレーラで使用するカップラには、ヒッチ
部分に 2 インチのボールが必要となります。

1. トレーラを適当なヒッチまで持ち上げる。

2. トングのレバーを持ち上げながらカバーを
ボール・ヒッチの上に降ろす（図 14）。

図図図 141414

1. トング 4. 補助チェーン

2. ボール・ソケット 5. ロック・ピン

3. ハンドル、ロック位置 6. ヒッチ･チューブ・ホルスタ

3. カップラのラッチを閉じ、確実にロックさ
れていることを確認する。

4. ピンを取り付けてカップラのレバーをロッ
クする。

5. 安全チェーンを交差させ、ヒッチの穴に取
り付ける。ブロアのワイヤ・ハーネス・コ
ネクタを牽引車両のコネクタに接続する。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
自動車用の無無無鉛鉛鉛レギュラー・ガソリンを御使用
ください（ポンプ・オクタン価85 以上）。無
鉛ガソリンが入手できない場合には有鉛ガソリ
ンを使用して差し支えありません。燃料タンク
の容量は 19 リットルです。

重重重要要要 メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、
101010％％％以以以上上上のののエエエタタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンななな
どどどははは本本本機機機ののの燃燃燃料料料シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら絶絶絶
対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ガガガソソソリリリンンンにににオオオイイイ
ルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや
火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええ
たたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななな
いいい。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら666～～～131313 mmmmmm程程程度度度下下下ままま
でででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは
膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確
保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすす
るるる。。。303030 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるるこここととと。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンン
ににに引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたた
りりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

警警警告告告

ガガガソソソリリリンンンののの誤誤誤飲飲飲ははは非非非常常常ににに危危危険険険ででで、、、生生生命命命ににに関関関わわわ
るるる。。。まままたたた気気気化化化しししたたたガガガソソソリリリンンンににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと
身身身体体体ににに重重重篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンンのののガガガスススををを長長長時時時間間間吸吸吸いいい込込込むむむのののははは避避避
けけけるるるこここととと。。。

••• ノノノズズズルルルやややタタタンンンククク、、、コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー注注注入入入口口口
にににははは顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

••• 目目目ややや皮皮皮膚膚膚にににガガガソソソリリリンンンががが付付付かかかななないいいよよようううにににすすす
るるるこここととと。。。

スススタタタビビビララライイイザザザーーー///コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー

添加剤としてスタビライザー/コンディショ
ナーを使用してください。この添加剤には以
下のような働きがあります。

• 保管中のガソリンの劣化を防止する。ただ
し90日間以上の保管を行う場合はガソリン
タンクを空にしておくほうが望ましい。

• 運転中のエンジンのクリーニングを行う。

• ゴム状やニス状の物質の発生を抑え、エン
ジンの始動をスムーズにする。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加剤剤剤
ははは絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

適量のスタビライザー/コンディショナーをガ
ソリンに添加してください。

注注注 燃料スタビライザー/コンディショナーは
ガソリンが新しいうちに添加するのが一番効
果的です。燃料系にワニス状の付着物が発生
するのを防ぐため、燃料スタビライザーは必
ず使用してください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

1. エンジンを停止する。

2. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭
いてからキャップを取る（図 15）。

注注注 燃料タンクのキャップについているゲー
ジで燃料残量を確認する。
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図図図 151515

1. 燃料タンク

3. 燃料タンクのキャップを取って、タンクの
天井から約 .6 mm～13 mm 下（給油口の根
元）まで燃料を入れる。

これは、温度が上昇して燃料は膨張したと
きにあふれないように空間を確保するため
である。燃料タンク一杯に入れないこと。

4. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

5. こぼれたガソリンはふき取る。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、必ずエンジン･オ
イルの量を点検してください。手順は「エンジ
ン･オイルを点検する」を参照してください。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
タイヤ空気圧を点検してください（図 16）。

適正空気圧は2.5 kg/cm2です。

図図図 161616

ホホホイイイーーールルル・・・ラララグググ･･･ナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを
点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 10 時間

使用開始前と最初の10運転時間経過後にホイー
ル･ラグ･ナットの締め付けトルクを点検して
ください。

警警警告告告

こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人身身身
事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。ホホホイイイーーールルル・・・ラララグググ･･･
ナナナッッットトトののの締締締めめめ付付付けけけトトトルルルククク値値値ははは454545～～～656565 ft.ft.ft. lblblb
（（（6.26.26.2～～～8.98.98.9 kg.mkg.mkg.m）））。。。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

警警警告告告

回回回転転転部部部ににに触触触れれれるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるる。。。

••• 作作作動動動中中中ははは機機機械械械ににに手手手足足足ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。

••• 事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、可可可動動動部部部ににに手手手足足足ややや衣衣衣服服服ななな
どどどををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分ににに注注注意意意しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。

••• カカカバババーーーやややシシシュュュラララウウウドドドやややガガガーーードドドははは必必必ずずず取取取りりり付付付
けけけててて使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. ブロアのエンジンを始動するときには、必
ずブロアが牽引車両に接続されていること
を確認してください。

2. エンジンが冷えている場合にはチョークを
引いてON 位置にする。

注注注 エンジンが温まっている時はチョーク操
作は 不不不要要要 です。エンジンが始動した後は、
チョークを OFF 位置に戻してください。

3. キーを Start 位置に回してすぐに手を離し
て ON 位置に戻す。以上の操作により、レ
シーバが覚醒する。

注注注 キーをON位置にしたまま時間が経ちすぎ
た場合には、キーを一旦 OFF 位置に戻して
から始動操作をやり直す。

4. リモコンでエンジンを始動する場合には
以下の手順で行う：

注注注 以下の手順を使用することにより、エン
ジンが不意に始動することを防止できます。

• STARTSTARTSTART ボタンを押す。

• 次に 左左左回回回転転転ボボボタタタンンン を押す。

• 次に 右右右回回回転転転ボボボタタタンンン を押す。

• 最後に、 STARTSTARTSTART ボタンを押し続けてエ
ンジンを始動させる。
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重重重要要要 スススタタターーータタタははは 111 度度度ににに 101010 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし101010秒秒秒間間間以以以内内内ににに
エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、303030秒秒秒間間間
待待待っっっててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくく
だだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタ･･･
モモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 上記の始動準備手順を行わずに START ボ
タンを押すと、吹き出し口の回転ボタンが
機能しません。吹き出し口の操作は、 5 秒
間待ってから行う。

5. エンジンが始動した後は、チョークを OFF
位置に戻す。それでエンジンの回転が悪く
なるようであれば、チョークを ON 位置に
戻して数秒間待ち、その後にもう一度戻し
てスロットルでエンジン速度を調整する。
必要に応じてこの操作を繰り返す。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

1. スロットル･レバーを Fast と Slow の中間
に移動させてエンジン速度を下げる。

2. エンジンをアイドル回転させた状態で 20
秒間待つ。

3. リモコンのSTOPボタンを押す。

4. 機械から離れる場合には、キーを OFF 位置
に回してエンジンから抜き取る｡

重重重要要要 キキキーーーををを OFFOFFOFF にににしししたたたあああとととでででももも 2.52.52.5時時時間間間
以以以内内内ででであああれれればばば、、、コココンンントトトロロローーールルル･･･モモモジジジュュューーールルルののの
ララランンンプププははは点点点灯灯灯しししててておおおりりり、、、吹吹吹ききき出出出ししし口口口ののの回回回転転転
調調調整整整ををを行行行うううここことととががが可可可能能能ででですすす。。。

コココンンントトトロロローーーラララのののタタタイイイムムムアアアウウウトトト
ブロアには、コントローラのタイムアウト機能
があります。リモコン操作を 何何何ももも行行行わわわななないいい 状
態が2.5時間続くとタイムアウトとなります。.

• タイムアウト状態では、エンジンは作動し
ません（停止します）；また、リモコンは
機能しません。

• コントローラを覚醒させるには、キー・ス
イッチを一旦 OFF にしたあとで、もう一度
RUN 位置に回してください。

• タイムアウトにならないようにしたい場合
には、2.5時間よりも短い間隔でときどきリ
モコンでシュートを回転させたりエンジン
速度を変えたりしてください。

吹吹吹ききき出出出ししし口口口ののの方方方向向向ののの調調調整整整
吹き出し口の向きはリモコンで変えることが
できます。

牽牽牽引引引にににつつついいいててて

注注注意意意

実実実際際際にににブブブロロロアアアののの牽牽牽引引引ををを行行行ううう前前前ににに、、、牽牽牽引引引走走走行行行ににに
関関関すすするるる国国国ややや自自自治治治体体体ののの安安安全全全基基基準準準ををを確確確認認認しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。

• 牽引車両のヒッチはカップリングがトレー
ラの定格総重量（GVWR）と同じかそれ以上
であることを確認してください。

• ヒッチおよびカップリングが磨耗していな
いか「必ず」点検してください。不適切な
ヒッチ、カップリング、チェーンなどを使っ
ての牽引は「絶対に」しないでください。

• 牽引車両とブロアの両方について、タイヤ
空気圧を確認してください。また、両方の
車両のトレッド（溝）の磨耗状態も点検
してください。

• ブロアに「安全チェーン」が取り付けられ
ていることを「必ず」確認してください。

• ブロアの安全チェーンを「必ず」牽引車両
のフレームに正しく取り付けてください。

• 牽引車両の方向指示器、後退表示ランプ、
ブレーキ・ランプが正常に作動することを
「必ず」確認してください。

• 米国内のハイウェイにおける法定最高牽引
速度は、別途表示がない場合は大抵の場
合、時速55マイルですが、実際に牽引して
運転する前に、それぞれの地域における実
際の規制について調べるようにしてくださ
い。不整地における推奨牽引速度は地表
面の状態にもよりますが、時速 15 マイル
（25 km/h）程度を目安としてください。

• 牽引車両から切り離して駐車する場合には
は、タイヤに輪止めを掛けてください。

• タイヤ空気圧を正しく調整し、タイヤに割
れや過度の磨耗がないか点検してください。

• 牽引中はブロアのシュートを上向き（噴
出し口が空を向くように）にしておいて
ください。

• トルク・レンチを使ってホイール・ナット
の点検を行ってください。ホイール・ナッ
トは、このマニュアルの「保守」の章の解
説に従って締め付けを行ってください。

• 急停止や急発進をしないこと。これらの操
作は横滑りや中折れの危険があります。発
進・停止は徐々に、そして滑らかに行うの
が燃費向上のコツです。

• 横転の危険がありますから急旋回はしな
いでください。
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注注注意意意

ブブブロロロアアアののの牽牽牽引引引バババーーーががが変変変形形形しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりり
しししたたた場場場合合合にににははは、、、牽牽牽引引引バババーーー全全全体体体ををを交交交換換換しししててて
くくくだだださささいいい。。。不不不適適適切切切ななな牽牽牽引引引バババーーーでででののの牽牽牽引引引ははは
「「「絶絶絶対対対ににに」」」しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ブブブロロロアアアががが
牽牽牽引引引車車車両両両かかかららら切切切りりり離離離ささされれれてててしししまままううう危危危険険険ががが
ああありりりままますすす。。。

ブブブロロロアアアととと牽牽牽引引引車車車両両両ののの接接接続続続
• 牽引車両のヒッチ・ボールとブロアのカッ

プラに磨耗や破損がないか点検してくださ
い。磨耗や破損を発見した場合には、牽引
する前に交換してください。

• ボールは必ず 2 インチのもの（牽引車両）
を使用してください；ブロア側のカップラ
は 2 インチ仕様です。これ以外のサイズ
のボールを使用するとカップラとボールが
分離したり、ボールが割れたりして極めて
危険です。

• 牽引バーをブロアに取り付けたら、ブロア
のカップラを牽引車両のヒッチ・ボールに
しっかりと取り付け、ロック・レバーを
押し下げてロック位置に確実に固定して
ください。

注注注意意意

安安安全全全チチチェェェーーーンンンををを外外外しししてててののの牽牽牽引引引ははは「「「絶絶絶対対対ににに」」」ししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。安安安全全全チチチェェェーーーンンンははは、、、牽牽牽引引引バババーーー
ががが万万万一一一破破破損損損しししたたた場場場合合合ににに車車車両両両とととブブブロロロアアアののの接接接続続続ををを
保保保持持持すすするるる重重重要要要部部部品品品ででですすす。。。

運運運転転転のののヒヒヒンンントトト

警警警告告告

排排排出出出口口口かかかららら噴噴噴出出出すすす風風風ははは非非非常常常ににに強強強くくく、、、まままととともももににに
吹吹吹かかかれれれるるるとととケケケガガガをををすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

••• 作作作動動動中中中ははは、、、排排排出出出口口口ににに近近近づづづかかかななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

••• 作作作動動動中中中ははは、、、排排排出出出口口口ののの周周周囲囲囲ににに人人人ををを近近近づづづけけけななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険

転転転倒倒倒ややや感感感電電電ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるる危危危険険険ががが極極極
めめめててて高高高いいい。。。

••• 急急急ななな斜斜斜面面面でででははは絶絶絶対対対ににに作作作業業業しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

••• 斜斜斜面面面ははは上上上りりり下下下りりりしししななながががららら作作作業業業すすするるるよよようううににに
ししし、、、横横横断断断しししななながががらららののの作作作業業業ははは絶絶絶対対対にににしししななないいい
こここととと。。。

••• 斜斜斜面面面でででははは急急急停停停止止止・・・急急急発発発進進進しししななないいい。。。

••• 隠隠隠れれれててて見見見えええななないいい穴穴穴ややや障障障害害害物物物ににに常常常ににに警警警戒戒戒ををを怠怠怠
らららななないいいよよようううにににしししままましししょょょううう。。。安安安全全全のののたたためめめににに、、、
溝溝溝ややや段段段差差差にににははは近近近づづづかかかななないいいこここととと。。。

••• 作作作業業業中中中ににに斜斜斜面面面ををを登登登りりりきききれれれなななくくくなななっっったたた場場場合合合ににに
ははは、、、バババッッックククでででゆゆゆっっっくくくりりりととと坂坂坂ををを下下下りりりてててくくくだだださささ
いいい。。。ＵＵＵタタターーーンンンしししななないいいこここととと。。。

• ブロアの使い方を練習しましょう。自然の
風が吹いている方向と同じ方向にゴミを吹
き飛ばすようにするのが作業のコツです。

• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと
行ってください。方向を変えるときには必
ず周囲と後ろの安全を確認してください。

• 風の吹き出し方向に常に留意し、絶対に人
に向けないようにしてください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木な
どの障害物の近くでは安全に十分注意して
ください。

• 小さな旋回をするときや法面で旋回すると
きは、走行速度を十分に落とす。

• バックするときには、後方の安全に注意
し、マシンの後部に人がいないことを十
分に確認する。

• 締め切った場所でエンジンをかけたり、風
の逃げ道のない場所へ吹き出し口を向けた
りしないでください。エンジンからの排気
は有毒であり、場合によっては死亡事故に
つながります。

• 作業中、エンジンは常に全開で使用して
ください。

• 吹き出し口は、ごみの下からすくうように
吹き飛ばすようにセットしてください。

• 貼り芝をした直後などは、芝を傷める可能
性がありますから注意してください。

• 公道では使わないでください。

• 清掃作業中は、吹き出し口に人を近づけな
いでください。周囲の人間が吹き出し口に
近づかないように注意し、また吹き出し口
を人に向けないように注意してください。
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• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなく
なったりした時は、絶対にＵターンしない
でください。必ずバックで、ゆっくりと、
まっすぐに下がって下さい。

• 大大大丈丈丈夫夫夫だだだろろろううう、、、ははは非非非常常常ににに危危危険険険！！！人や動物が
突然目の前に現れたらすすすぐぐぐににに作作作業業業ををを停停停止止止ししし
ままましししょょょううう｡｡｡ 注意力の分散、アップダウン、
機械から飛びだす異物など思わぬ危険があ
ります。周囲に人がいなくなるまで作業を
再開しないでください。

• エンジン作動中や停止直後は、エンジン本
体やマフラーが熱くなっていますから手を
触れないでください。触れると火傷を負
う危険があります。

重重重要要要 移移移動動動走走走行行行ににに移移移るるる前前前ににに、、、吹吹吹ききき出出出ししし口口口ををを上上上向向向
きききにににしししてててくくくだだださささいいい。。。吹吹吹ききき出出出ししし口口口ををを下下下向向向きききにににししし
たたたままままままででで走走走行行行すすするるるととと、、、路路路面面面ににに当当当たたたっっっててて破破破損損損すすす
るるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

注注注 めったに起こることではありませんが、大
きな静電放電が発生した場合、コントローラが
作動してエンジンの回転速度が下がる場合が
あります。このような場合、リモコンの FAST
（ウサギ）ボタンをおせば、エンジン速度を
回復させることができます。
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • ベルトの状態と張りを点検します

使用開始後最初の 10 時間 • ホイール・ナットのトルクを点検します

使用するごとまたは毎日

• エンジン･オイルを点検する
• エンジンのスクリーンとオイル・クーラを清掃する
• 吹き出し口のクランプを点検します
• ヒッチのカップラとチェーンに磨耗や破損がないか点検する。

25運転時間ごと
• スポンジ製エレメントを洗浄し、ペーパー製エレメントは破損していないか点検してく
ださい。

50運転時間ごと • ベルトの状態と張りを点検します

100運転時間ごと
• エア･フィルタのペーパー･エレメントを交換する。
• エンジン・オイルを交換する。
• タイヤの状態を点検する。

200運転時間ごと
• オイル･フィルタを交換する。
• 点火プラグを点検する。

500運転時間ごと • 燃料フィルタを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

計器類の動作を確認する。

燃料残量。

エンジン･オイルの量。

冷却フィンの汚れを落とす。

エンジンのエアフィルタとプレ
クリーナを点検する。

エンジンからの異常音がない
か点検する。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

吹き出し口のクランプのトル
クを点検する。

塗装傷のタッチアップ修理を
行う。

要注意個所の記録

点検担当者名：

内容 日付 記事
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エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 25運転時間ごと—スポンジ製エレメ

ントを洗浄し、ペーパー製エレ
メントは破損していないか点検
してください。

100運転時間ごと—エア･フィル
タのペーパー･エレメントを交
換する。

注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合はより頻
繁にエア･クリーナの手入れを行ってください。

エエエアアア・・・フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり外外外ししし

1. エンジン内部に汚れが落ちないように、ま
ず、エア・クリーナ周囲をきれいに清掃す
る。

2. エア･クリーナのカバーを固定しているノブ
を外し、カバーを取り出す(図 17)。

図図図 171717

1. ノブ 6. スポンジ製プレクリーナ

2. エア・クリーナのカバー 7. ペーパー・フィルタ

3. カバー・ナット 8. ゴム製シール

4. スペーサ 9. エア・クリーナのベース

5. カバー

3. ペーパー･エレメントについているスポン
ジ・エレメントを注意深く外す(図 17)。

4. カバー･ナットを外し、カバー、スペーサ、
ペーパー・エレメントを外す(図 17)。

スススポポポンンンジジジ製製製プププレレレクククリリリーーーナナナののの洗洗洗浄浄浄

重重重要要要 スススポポポンンンジジジががが破破破れれれたたたりりり薄薄薄くくくなななっっっててていいいるるる場場場合合合
にににははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. スポンジ製プレ･フィルタを温水と液体洗剤
で洗う。汚れが落ちたら十分にすすぐ。

2. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさん
で水分を取る（絞らないこと）。

3. 乾いたらエンジン・オイルを 60 ccほど含
ませる(図 18)。

図図図 181818

1. スポンジ･エレメント 2. オイル

4. エレメントを軽く絞ってオイルを全体にゆ
きわたらせる。

5. ペーパー･フィルタに汚れや油汚れ、ゴム
シールの傷がないか点検する（図 19）。

図図図 191919

1. ペーパー・エレメント 2. ゴム製シール

重重重要要要 ペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトトははは絶絶絶対対対ににに清清清掃掃掃ししし
ててて再再再使使使用用用しししななないいい。。。ペペペーーーパパパーーー･･･エエエレレレメメメンンントトトががが汚汚汚
れれれててていいいたたたりりり（（（100100100運運運転転転時時時間間間ががが目目目安安安）））破破破損損損しししててて
いいいるるる場場場合合合にににははは、、、新新新しししいいいももものののににに交交交換換換すすするるる。。。

フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、エエエンンンジジジンンンははは必必必
ずずずペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトトとととスススポポポンンンジジジ・・・エエエレレレメメメンンン
トトトののの両両両方方方ををを取取取りりり付付付けけけててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. ペーパー･エレメントにスポンジ・エレメン
トを注意深く取りつける(図 19)。

2. エア･クリーナのベースにエア･クリーナ･ア
センブリを取り付ける（図 17）。
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3. カバーとスペーサを元どおりに取り付け、
ナットで固定する(図 17)。ナットを 241.30
cm-lb（1.0 kg.m）にトルク締めする。

4. エア･クリーナのカバーを元通りに取り付
け、ノブで固定する(図 17)。

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルにににつつついいいててて
注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合は、より
頻繁なオイル交換が必要です。

オイルのタイプ： 洗浄性オイル（API 規格 SG,
SH, SJ またはそれ以上）

クランクケースの容量： フィルタを含めて 2
リットル

粘度： 下の表を参照してください。

図図図 202020

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

注注注 エンジン･オイルを点検する最もよいタイミ
ングは、その日の仕事を始める直前、エンジン
がまだ冷えているうちです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停止
し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間程度
待ってください。油量を点検し、ディップス
ティックの ADD マーク以下であれば FULLマー
クまで補給します。入れすぎないでください。
油量が ADD マークと FULLマークの間であれば
補給の必要はありません。

1. 平らな場所に駐車する。

2. エンジンを止め、キーを抜き取る。

3. 給油口からゴミが入ってエンジンを傷つけ
ないように、ディップスティック（図 21）
の周囲をウェスできれいに拭く。

図図図 212121

1. ディップスティック 2. 補給管

4. ディップスティック（図 21）を抜き取り、
付いているオイルをウェスで拭きとる。

5. ディップスティックを補給管一杯に差し込
む（図 21）。ただしネジ込まないこと。

6. ディップスティックを抜き取り、オイルの
量を見る。油量が足りなければディップス
ティックの FULLマークまで補給管からゆっ
くり補給する。

重重重要要要 オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。入入入
れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンンををを傷傷傷めめめままますすす。。。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

1. エンジンを始動し、5 分間程度運転する。
これによりオイルが温まって排出しやすく
なる。

2. オイルが完全に抜けるように、排出口側が
やや低くなるように駐車する。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

4. ドレンの下に廃油受けを置く。ドレン･
バルブを回して開き、オイルを排出する
（図 22）。

注注注 オイルの排出方向を変えたい場合には、
ドレン･バルブの中にホースを入れると良
いでしょう。

5. オイルが完全に抜けたらドレン・プラグを
閉じる。

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むな
ど適切な方法で処分してください。
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図図図 222222

1. オイル･ドレン・バルブ 2. オイル･ドレン･ホース（別
途入手）

6. 補給管（図 21）から、必要量の80% 程度の
オイルをゆっくり入れる。

7. 油量を確認する。「エンジン･オイル量の
点検」を参照。

8. 残りのオイルをゆっくり足してFULLFULLFULLマーク
まで入れる。

オオオイイイルルル･･･フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合は、より
頻繁なオイル・フィルタの交換が必要です。

1. エンジンからオイルを抜く。「エンジン･オ
イルの交換」を参照。

2. オイル･フィルタを外し、フィルタのアダ
プタ･ガスケットの表面をきれいに拭く
（図 23）。

図図図 232323

1. オイル･フィルタ 3. アダプタ

2. アダプタのガスケット

3. 新しいフィルタのガスケットにオイルを薄
く塗る（図 23）。

4. アダプタにフィルタを取り付け、ガスケッ
トがアダプタに当たるまでフィルタを右に
回し、そこから更に 2/3～1 回転増し締め
する（図 23）。

5. クランクケースに正しい種類の新しいオイ
ルを入れる。24ページ「エンジン･オイル
について」を参照。

6. エンジンを3分間程度運転して、エンジンを
停止し、オイル･フィルタの周囲にオイル漏
れがないか点検する。

7. エンジン・オイルの量を点検し、足りなけ
れば注ぎ足す。

リリリモモモコココンンンとととコココンンントトトロロローーールルル・・・モモモジジジュュューーー
ルルルををを同同同期期期さささせせせるるるにににははは
.リモコンを新しいものに交換した場合には、
同期操作を行う必要があります。

1. ワイヤ･ハーネスに折込んである黒と黄色
のストライプの電気コード（レシーバの 6
ピンコネクタから出ている）を探し出す
（図 24）。この電気コードをチューブか
ら引き出す。

図図図 242424

1. 黒と黄色のストライプの
コード

3. エンジン始動用モータ

2. 6 ピンコネクタ

2. キーを Start 位置に回してすぐに手を離し
て ON 位置に戻す。以上の操作により、レ
シーバが覚醒する。

3. 電線をシャーシに接触させる（アースす
る）。エンジン始動用の取り付けボルトな
どに接触させれば、確実にアースを取るこ
とができます。

4. コードをアースさせた状態で、リモコンの
どのボタンでもよいから、押し続ける。

5. リモコンのボタンを押したまま、アースさ
せていた線をアースから離す。

6. リモコンのボタンから手を離す。
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7. 吹き出し口の回転ボタンを押し、リモコン
が作動する（同期できている）ことを確認
する。

8. 電線をチューブに戻す。

点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
取り付ける時には電極間のエア・ギャップを
正しく調整しておいてください。取り付け、取
り外しには必ず専用のレンチを使い、エア・
ギャップの点検調整にはすきまゲージやギャッ
プ調整工具などを使ってください。必要に応じ
て新しい点火プラグと交換してください。

タイプ： Champion® RC12YC, Champion® プラチ
ナ 3071 または同等品

エア･ギャップ： 0.76 mm

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

1. 中央の電極部(図 25)を観察する。絶縁体部
がうす茶色や灰色なら適正、黒い汚れがある
場合にはエア・クリーナの不良を考える。

図図図 252525

1. 中央の電極の碍子 3. 隙間（実寸ではない）

2. 側部の電極

重重重要要要 黒黒黒いいい汚汚汚れれれ、、、電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂ななな
どどどがががあああれれればばば新新新しししいいいももものののととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

2. すきまゲージでエア･ギャップの点検を行
い（図 25）、隙間の大きさが適切でなけ
れば側面の電極を注意深く曲げて調整する
(図 25)。

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし

1. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

2. 点火コードを取り外す（図 26）。

図図図 262626

1. 点火コード 2. 点火プラグ

3. プラグを取り外した時に燃焼室内に異物が
落ちないように、プラグの周囲をきれいに
清掃する。

4. 点火プラグと金属ワッシャを外す。

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ

1. 点火プラグと金属ワッシャを取り付ける。
取り付け前にもう一度エア・ギャップを確
認する。

2. プラグを 24.4～29.8 Nm（2.5～3.0 kg.m）
にトルク締めする。

3. 点火コードを接続する（図 25）。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと

汚れているフィルタを再取り付けするのは絶
対にやめてください。

1. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

2. マシンが冷えるのを待つ。

3. 古いフィルタのクランプをゆるめて脇に寄
せる(図 27)。
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図図図 272727

1. 燃料フィルタ 2. ホース･クランプ

4. ホースからフィルタを抜き取る。

5. 新しいフィルタをホースに取り付け、クラ
ンプで固定する（図 27）。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの整整整備備備

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソリリリ
ンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい場場場
所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. ガソリンが完全に抜けるよう、平らな場所
に駐車する。

2. エンジンを止め、キーを抜き取る。

3. 燃料フィルタについているクランプをゆる
め、フィルタからずらす（図 27）。

4. 燃料フィルタから燃料ホースを抜き取る
（図 27）。

注注注 落ちてくるガソリンをガソリン容器また
は廃油受けに受ける（図 27）。

注注注 燃料タンクが空になったこの時に燃料
フィルタを交換するのがベストです。

5. フィルタに燃料ホースをつなぎ、クランプ
で固定する(図 27)。

エエエンンンジジジンンンのののスススクククリリリーーーンンンとととオオオイイイルルル・・・
クククーーーラララののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

使用前に必ず、エンジンのスクリーンとオイ
ル・クーラを点検・清掃してください。オイ
ル・クーラのスクリーンとエンジンのスクリー
ンにたまった刈りカスや汚れ、ごみを取り除い
てください（図 28）。

図図図 282828

1. エンジンのスクリーン

2. オイル・クーラ

吹吹吹ききき出出出ししし口口口のののクククララランンンプププののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

吹き出し口のクランプ（図 29）が確実にし
まっていることを毎日確認してください。運転
中に吹き出し口を何かにぶつけたり、地面を引
きずったりした場合には、クランプがゆるんで
いる危険があります。クランプを 45–50 in-lb.
（0.50～0.57 kg.m）にトルク締めしてくださ
い。

図図図 292929

1. 噴出し口のクランプ

ベベベルルルトトトののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

50運転時間ごと

噴出し口の方向を変えるときにベルトがスリッ
プする場合には、ベルトの調整が必要です。

1. プーリ取り付けブラケットをブロアのフ
レームに固定しているボルトをゆるめる
（図 30）。
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図図図 303030

1. ベルト 3. 取り付けボルト

2. プーリ

2. プーリの取り付けブラケットを回してベル
トに張りを与える。

3. 取り付けボルトを締め付ける。

タタタイイイヤヤヤののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムや
タイヤが破損している可能性がありますから、
必ず点検してください。

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正に保っ
てください。空気圧が適正でないと、タイヤの
摩耗が通常より早くなります。

磨耗や破損したタイヤは交通当局が認定して
いる法定タイヤに交換してください。タイヤ
識別番号の位置については 図 31 を参照して
ください。

図図図 313131

図 32は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

図図図 323232

1. 空気圧不足のタイヤ

図 33は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

図図図 333333

1. 空気圧が高すぎるタイヤ

電電電気気気系系系統統統ののの保保保守守守
重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作
業業業ををを行行行ううう時時時にににははは、、、コココンンントトトロロローーーラララへへへののの配配配線線線ををを外外外
ししし、、、バババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナススス･･･ケケケーーーブブブルルルをををバババッッッテテテ
リリリーーーかかかららら外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

ヒヒヒュュューーーズズズ

本機の配線には 15 A ヒューズが組み込まれて
います。（図 34）。
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図図図 343434

1. ヒューズ

ヒヒヒュュューーーズズズ･･･リリリンンンククク

本機の配線にはヒューズ･リンクが組み込まれ
ています。インライン・ヒューズの下にある灰
色のコードがヒューズ･リンクのコードです。

廃廃廃棄棄棄物物物ののの処処処理理理にににつつついいいててて
エンジン･オイル、エンジン、バッテリーなど
は、環境汚染物質とされています。これらもの
を処分する場合には、地域の法令などにした
がって行ってください。

格格格納納納保保保管管管
1. キーを OFF 位置に回す。点火ワイヤを外

す。キーを抜き取る。

2. 機体各部に付着している泥や刈りカスをき
れいに落とす。特にエンジンのシリンダ・
ヘッドや冷却フィン部分やブロア・ハウジ
ングを丁寧に清掃する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

3. エア･クリーナの整備をする； 「エア・ク
リーナの整備」を参照。

4. エンジン・オイルを交換する。「エンジン・
オイルについて」を参照。

5. タイヤ空気圧を点検する；「タイヤ空気圧
を点検する」を参照。

6. バッテリーを充電する；「バッテリーの整
備」を参照。

7. 長期間（30 日以上）にわたって保管する場
合には。次の手順に従う。

A. 石油系のスタビライザ/コンディショナ
（燃料品質安定剤）を燃料タンクの燃料
に添加する。混合の方法はスタビライ
ザーのメーカーの指示に従う。アルコー
ル系のスタビライザ（エタノール系やメ
タノール系）は使用しないこと。

注注注 スタビライザは、新しい燃料に添加し
て常時使うのが最も効果的です。

B. エンジンを掛け、燃料系に、保護剤入り
の燃料を行き渡らせる（5分）。

C. エンジンを停止し、温度が下がるのを
待ってガソリンを抜き取る；「燃料タン
クの整備」を参照。

D. エンジンをもう一度掛け、自然に停止す
るまで掛けっぱなしにする。

E. チョークを引く。エンジンが掛からな
くなるまで、エンジンの掛けっぱなしを
繰り返す。

F. 抜き取った燃料は地域の法律などに従っ
て適切に処分する。適切なリサイクル処
置を講ずる。

重重重要要要 コココンンンデデディィィシシショョョナナナ入入入りりりのののガガガソソソリリリンンンでででももも909090
日日日間間間以以以上上上ののの保保保存存存はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

8. 点火プラグを外して点検する； 「点火プラ
グの整備」を参照。プラグの取り付け穴か
らエンジン・オイルをスプーン２杯程度入
れ、スタータを回してエンジンをクランク
させ、オイルをシリンダ内部に行き渡らせ
る。 点火プラグを取り付ける。点火コード
は取り付けないでください。

9. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付
けや交換、修理を行う。破損個所や故障個
所はすべて修理する。

10.機体の塗装がはげていればタッチアップ修
理をする。ペイントは代理店で入手するこ
とができる。

11.汚れていない乾燥した場所で保管する。始
動スイッチのキーは必ず抜き取って子供な
どの手の届かない場所に保管する。機体に
はカバーを掛けておく。
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図図図面面面

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. -)-)-)
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意
に基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の
欠陥に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時
点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以
外のすべての機器に適用されます（エアレータ製品については別途保証
があります）。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運
賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキ･バッドおよびライニング、クラッチ･ライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タ
イヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイ
ヤフラム、ノズル、チェック・バルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証に
より保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となりま
す。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊
社が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

注注注記記記：：： デデディィィーーープププ･･･サササイイイクククルルル･･･バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープ･サイクル･バッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有
効期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に
たいする免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対
する有効期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容
が当てはまらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定めら
れたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証
とは別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参
照ください。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用さ
れません。くわしくは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカー
からの書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro 販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたず
ねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワランティー社
へ直接お問い合わせください。

374-0253 Rev A

 




